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ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
り
本
尊

を
確
認
し
て
故
地
に
も
ど
し
、
現

在
の
寺
観
が
整
え
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

　

蓮
台
寺
町
の
集
落
の
東
端
に

は
、
今
も
周
囲
よ
り
一
段
高
く

な
っ
た
畑
地
が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
初
期
に
描
か
れ
た
「
蓮

台
寺
村
耕
地
絵
図
」
を
見
る
と
、

周
囲
を
道
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

地
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
辺
り
一
帯
に
蓮
台
寺
氏

の
平
地
城
館
が
存
在
し
た
と
伝
え

て
い
ま
す
（
上
図
の
破
線
で
囲
ん

だ
部
分
）。
昭
和
38
年
、
そ
の
一

隅
に
関
係
者
に
よ
っ
て
「
河
瀬
蓮

台
寺
城
址
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

大
宇
氏
と
宇
尾
城

　

宇
尾
町
は
、
か
つ
て
「
大
宇
」

と
も
呼
ば
れ
、
河
瀬
一
族
で
あ
る

大
宇
大や

ま

和と
の

守か
み

高た
か

秀ひ
で

と
秀ひ

で

則の
り

２
代
が

大
宇
氏
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

蓮
台
寺
氏
と
蓮
台
寺
城

　

蓮
台
寺
町
は
、
河
瀬
氏
の
一
族

で
あ
る
蓮
台
寺
房ふ

さ

盛も
り

が
居
城
と
し

た
地
で
す
。
蓮
台
寺
氏
は
、
京
極

氏
の
零れ

い

落ら
く

の
後
は
、
浅
井
氏
の
被ひ

官か
ん

（
家
臣
）
と
し
て
村
落
支
配
に

当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
蓮
台

寺
は
、
河
瀬
一
族
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

妙み
ょ
う

心し
ん

寺じ

派
の
寺

院
で
す
が
、
織
田
信
長
に
よ
る
破

却
に
よ
っ
て
衰
え
、
本
尊
の
大だ

い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

も
行ゆ

く

方え

知
れ
ず
と
な
っ
て
い

な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
窪
地
の

周
辺
は
果
樹
園
が
営
ま
れ
、
梅
林

の
中
に
「
河
瀬
大
和
守
秀
則
屋
敷

址
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が
往
時
の

姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌
で
あ
る
『
淡お

う

海み

木こ

間ま

攫ざ
ら
え』

に
は
、
河
瀬
氏
・
蓮

台
寺
氏
・
大
宇
氏
の
３
家
が
「
犬

上
衆
」
と
呼
ば
れ
、
浅
井
氏
に

従
っ
て
姉
川
合
戦
で
活
躍
し
た
こ

と
、
織
田
信
長
に
よ
る
小
谷
城
総

攻
撃
で
は
浅
井
氏
一
族
と
と
も
に

討
死
し
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
26
‐
５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐
５
８
９
９
番

居
城
し
た
所
で
す
。
高
秀
は
、
一

時
期
、
隣
村
の
甘か

ん

呂ろ

に
居
住
し
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
後
に
当
地
に

城
館
を
移
し
て
、
大
宇
と
名
乗
り

を
改
め
た
と
言
い
ま
す
。

　

宇
尾
の
現
集
落
の
北
端
に
は
、

当
地
の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

で
あ
る
白は

く

山さ
ん

神
社

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
宮
地
を
含

む
北
側
一
帯
に
、
か
つ
て
大
宇
氏

の
平
地
城
館
が
存
在
し
た
と
伝
え

て
い
ま
す
（
右
図
の
破
線
で
囲
ん

だ
部
分
）。
明
治
時
代
初
期
に
描

か
れ
た
「
宇
尾
邑む

ら

耕
地
絵
図
」
を

見
る
と
、
街
道
や
水
路
で
囲
ま
れ

た
区
画
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
北
端
に
は「
ハ
ン
ゾ
の
池
」

と
通
称
さ
れ
る
城
館
当
時
の
池
が

描
か
れ
て
お
り
、
現
在
も
窪く

ぼ

地ち

と

河
瀬
一
族

　

広
報
ひ
こ
ね
５
月
１
日
号
で
ご

紹
介
し
た
よ
う
に
、
川
瀬
馬
場
の

地
に
城
館
を
構
え
た
と
伝
え
る
の

が
河
瀬
氏
で
し
た
。
河
瀬
氏
は
、

古
く
か
ら
河
瀬
荘
の
現
地
管
理
を

荘
園
領
主
か
ら
委ゆ

だ

ね
ら
れ
た
荘

し
ょ
う

管か
ん

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
し
だ
い

に
川
瀬
馬
場
を
本
拠
と
し
て
武
士

化
し
、
城
館
を
築
く
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
河
瀬

氏
は
京
極
氏
の
流
れ
を
く
み
、
蓮

台
寺
氏
、
大
宇
氏
、
そ
し
て
多
賀

社
の
神
官
を
兼
ね
て
い
た
多
賀
氏

な
ど
も
一
族
で
し
た
。

　

今
回
は
、
一
族
の
蓮
台
寺
氏
と

▲「蓮台寺村耕地絵図」（部分）に描かれた
　蓮台寺城跡

 

教
育
委
員
会
文
化
財

課
で
は
、地
域
に
埋
も
れ
た

文
化
財
資
料
を
探
し
て
い

ま
す
。
ご
存
じ
で
あ
れ
ば
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲蓮台寺城跡に建てら
　れた石碑

◀
「
宇
尾
邑
耕
地
絵
図
」（
部
分
）
に
描
か

れ
た
宇
尾
城
跡

▲宇尾城跡に建
てられた石碑

科
学
教
育
の
充
実

彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

子
ど
も
た
ち
の
科
学
へ
の
好
奇

心
や
探
究
心
を
引
き
出
し
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
い
た
だ

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

圏
域
で
取
り
組
む
地
域
人
材
の
育
成

く
た
め
、
ま
た
、
国
際
科
学
技
術

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
科
学
で
世

界
に
挑
戦
で
き
る
機
会
を
提
供
す

る
た
め
に
、
自
律
型
の
ロ
ボ
ッ
ト

と
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
「
自
律
型

サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
で
あ
る
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ

ア
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
」へ
は
、彦

根
市
か
ら
３
年
連
続
で
出
場
チ
ー

ム
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
放
射
線
測
定
や
超
伝

導
な
ど
の
実
験
を
行
う
「
子
ど
も

科
学
教
室
」
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
学
生
・
社
会
人
向
け
に
は
、
就

職
、
技
能
習
得
に
役
立
つ
「
基
礎

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
ス
キ
ル
講
座
」

な
ど
を
開
催
し
、
次
代
に
必
要
と

さ
れ
る
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
４
番

彦
根
市
子
ど
も
天
文
講
座

　

彦
根
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
は
、

屈
折
式
２
０
０
㎜
口
径
の
望
遠
鏡

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、今
年
も

こ
の
望
遠
鏡
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
天
文
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
立

地
を
利
用
し
て
、
科
学
教
室
や
自

然
教
室
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー 

☎
28-

３
６
４
５
番

国
際
教
育
の
充
実

姉
妹
都
市
等
と
の
交
流
事
業

　

国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
か
ら

各
市
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
児
童

生
徒
の
海
外
派
遣
や
姉
妹
都
市
交

流
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課 

☎

30-

６
１
０
１
番

国
際
理
解
教
育
の
推
進

　

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る

人
々
が
、
互
い
の
文
化
的
違
い
を

認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と

し
て
と
も
に
生
き
て
い
く
「
多
文

化
共
生
社
会
」を
つ
く
る
た
め
、国

際
理
解
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
な
ど
へ
講
師
を
派

遣
し
、
他
国
の
文
化
や
遊
び
の
紹

介
、
疑
似
体
験
な
ど
を
行
う
参
加

型
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
指
導
者
の
養
成
や
教
材
開

発
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
３
番

体
験
活
動
等
の
実
施

荒
神
山
自
然
の
家 

子
ど
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

夏
休
み
の
８
月
18
日
㈯
・
同
19

日
㈰
に
、
圏
域
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
荒
神
山
自
然
の
家
で
１

泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
自

然
体
験
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深

め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

荒
神
山
自
然

の
家
☎
28-

１
８
７
１
番

　

人
材
育
成
部
会
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
確
か
な
学
力
や

豊
か
な
心
を
身
に
付
け
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
の
育
成

を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
密
着
型
の
知
的
産
業
創
出
に
向
け
た
科
学
教
育
の

充
実
を
始
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
し
た
国
際
交
流
を
深
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
国
際
教
育
の
充
実
等
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
は
ぐ
く
む
体
験
活
動
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
え
る
指
導
者
の
育
成
等
を
図
り
ま
す
。

　

左
に
掲
げ
た
３
つ
の
柱
ご
と
に
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

科学教育の充実
　彦根市サイエンスプロジェクト
　彦根市子ども天文講座

国際教育の充実
　姉妹都市等との交流事業
　国際理解教育の推進

体験活動等の実施
　荒神山自然の家 子どもチャレンジサマーキャンプ

▲彦根市中学生北米研修派遣

▲ロボカップジュニアジャパンオープン決
勝トーナメントに進出した、彦根ノード
のチーム「白虎」


